
                               

                               

 

        

                      

                               

                               

 

Bun voya! Vol.11 2022.新春特別号 

文化センターの「つぶやき」ならぬ「ぼやき」で文化センターへの旅を…           

は
じ
め
ま
し
て
。
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
武
永

浩
美
で
す
。
越
前
市
に
て
、
フ
レ
イ
バ
ー
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
屋
号
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
し
て
い

ま
す
。 

こ
ち
ら
「
越
前
市
文
化
振
興
・
施
設
管
理
事

業
団
」
様
を
は
じ
め
、「
越
前
市
社
会
福
祉
協
議

会
」
様
や
「
子
育
て
ど
ん
と
来
い
！
越
前
市
」
様

な
ど
、
越
前
市
を
中
心
に
福
井
県
内
外
で
、
Ｗ
ｅ

ｂ
関
連
の
制
作
活
動
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
武
生
商
工
会
議
所
の
Ｉ
Ｔ
専
門
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
お
手
伝
い
も

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

 

私
は
、
武
生
に
生
ま
れ
て
、
武
生
南
小
学
校
、

武
生
第
三
中
学
校
、
武
生
高
等
学
校
と
育
ち
、

そ
の
後
も
ず
っ
と
武
生
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
歴

史
や
文
化
に
溢
れ
、
ま
た
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の

こ
の
街
が
大
好
き
で
す
。
自
分
の
育
っ
た
こ
の
街

で
、
自
分
も
子
育
て
が
で
き
た
こ
と
、
と
て
も
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

武永浩美さん 

私
に
は
二
人
の
娘
が
い
る
の
で
す
が
、
長
女
は

既
に
結
婚
、
今
度
は
可
愛
い
孫
が
こ
の
武
生
の

街
で
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い
て
、
も
う
す
ぐ
２
歳

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
二
女
は
東
京
で
、
ア
プ
リ

開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。 

 

よ
う
や
く
自
分
の
時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
仕
事
の
合
間
に
趣
味
の
時
間
を
楽

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

子
供
の
頃
か
ら
、
音
楽
を
聴
く
の
が
大
好
き

だ
っ
た
私
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
催
し
に
も
時
々

足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、
音
楽
は
ず
っ
と
聴
い

て
楽
し
む
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ

る
日
、
偶
然
手
に
し
た
ギ
タ
ー
が
き
っ
か
け
で
、

子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た
４
５
歳
の
頃
、
ギ
タ
ー

を
習
い
始
め
、
自
分
で
も
ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り
、

歌
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
作
詞
作
曲
も
始
め
、
十
代
の
頃

の
淡
い
思
い
出
や
大
人
に
な
っ
て
か
ら
心
に
残
っ

た
出
来
事
な
ど
を
曲
に
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

バ
ン
ド
で
、
現
在
は
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
で
、
年
に

数
回
、
カ
フ
ェ
な
ど
で
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
で
は
緊
張
し
て
し
ま
い
、
思
う
よ
う
に
歌

え
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
聴
い
て

い
た
だ
け
た
り
、
共
感
頂
け
た
り
す
る
こ
と
が

嬉
し
く
て
、
地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

今
年
、
初
め
て
念
願
の
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム「
回
想
録

〜
メ
モ
ワ
ー
ル
〜
」
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
あ
り
、
バ
ン
ド
サ
ウ
ン

ド
あ
り
、
想
い
の
詰
ま
っ
た
作
品
に
仕
上
が
り
ま

し
た
の
で
、
聴
い
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
続
け
、
ま
た
、

趣
味
の
音
楽
も
た
く
さ
ん
の
方
に
聴
い
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ミ
ニ
ア
ル
バ
ム 

「
回
想
録（
メ
モ
ワ
ー
ル
）」 

た
け
な
が
ひ
ろ
み 

（
２
０
２
１
年
８
月
１
日
リ
リ
ー
ス
） 

 

今
ま
で
に
制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
３
０
曲
ほ
ど
の
中

か
ら
、
孫
誕
生
に
む
け
た
曲
を
含
め
、
お
気
に
入

り
の
５
曲
を
念
願
の
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
に
ま
と
め
ま
し

た
。 

・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
は「
た
け
な
が
ひ
ろ
み
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。 

・
越
前
市
中
央
図
書
館
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
に
て
、
館
内

で
聴
く
こ
と
も
貸
し
出
し
も
可
能
で
す
。「
回
想

録
」
で
蔵
書
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
Ｃ
Ｄ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
越
前
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
越
前
市

出
身
・
在
住
の
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
武
永

浩
美
（
た
け
な
が
ひ
ろ
み
）
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。 

 

武
永
さ
ん
は
な
ん
と
！
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
ご
活
躍
。
こ
の
度
Ｃ
Ｄ
デ

ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
！ 

武永さんの CD 発売について 

福井新聞記事（2021年 11月 12日）で 

紹介されました。 

越前市文化センター公式 LINEができました！！ 

越前市文化センターからのお知らせを気軽にお受け取りいただけるよう、公式 LINEを作成しました！ 

LINEからも公演情報等をお知らせいたします。 

ＬＩＮＥが使用できる方はぜひお友だちになって下さい！ 

 

アカウント ID@068xzzhj 

左のQRコードを読みとってカンタン登録！ 

 

QRコードを読み取れない方はこちらのアドレスからお友だち登録ができます。 

https://lin.ee/FlJQWN1  

越前市文化センターは 12月 29日から 1月 3日まで年末年始休館です。2022年は 1月 4日より開館致します。 

https://lin.ee/FlJQWN1


                               

                               

                               

                               

                              

日 時：2022年 1月 10日（月・祝） 

「新歌舞伎十八番の内 春興鏡獅子」11時～（上映時間 70分） 

「東海道中膝栗毛」14時 30分～（上映時間 90分） 
  ※11時、14時 30分で上映作品が変わります。ご注意ください。 

会 場：越前市文化センター 大ホール 

入場料：一般 2,200円 友の会 2,000円 高校生以下 1,500円（全席自由席） 
※2作品鑑賞の場合、それぞれにチケットが必要です。 

プレイガイド：ショッピングシティベル、パリオシティ 

越前市いまだて芸術館、越前市文化センター 

 前回（2021 年 5 月 22 日）初上映し、鑑賞いただいた方から大好評

を博したシネマ歌舞伎が再度越前市文化センターに帰ってきます！ 

 シネマ歌舞伎ならではの臨場感をお楽しみ下さい。 

前回ご覧になった方も見逃した方もぜひご来場ください！ 

お待ちしております！！ 

日 時：2022年 2月 11日（金・祝）１４時開演 

会 場：越前市文化センター小ホール 

入場料：一般 1,500円 友の会 1,300円 大学生以下 500円 

（全席自由席・100席限定！！）    

出 演：桂文之助 桂あさ吉 桂ひろば 桂米輝 

桂米朝一門による上方落語会。 

四者四様の落語がお楽しみいただけます。笑って暖まりましょう～！ 

 
 

 

 

 

第 76回文化センター寄席 上方落語会 

春
興
鏡
獅
子
（
し
ゅ
ん
き
ょ
う
か
が
み
じ
し
） 

「
春
興
鏡
獅
子
」
は
勘
三
郎
が
祖
父
（
六
世
尾
上
菊
五
郎
）
か

ら
父
（
十
七
世
中
村
勘
三
郎
）
を
経
て
譲
り
受
け
、
鍛
練
を
重
ね

た
演
目
。 

二
十
歳
の
年
に
初
演
し
て
以
来
十
七
回
演
じ
、
自
身
が
特
別

に
大
事
に
し
て
い
た
演
目
で
あ
る
。
本
作
は
、
勘
三
郎
最
後
の

「
春
興
鏡
獅
子
」
と
な
っ
た
、
平
成
二
十
一
年
一
月
「
歌
舞
伎
座

さ
よ
な
ら
公
演
」
で
の
舞
台
を
収
録
。
ま
さ
に
〝
心
・
技
・
体
〟

の
揃
っ
た
名
舞
台
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

指
先
ま
で
張
り
つ
め
た
弥
生
の
緊
張
感
、
勇
壮
な
獅
子
の
迫

力
を
シ
ネ
マ
歌
舞
伎
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 東
海
道
中
膝
栗
毛 

（
と
う
か
い
ど
う
ち
ゅ
う
ひ
ざ
く
り
げ
） 

お
馴
染
み
弥
次
さ
ん
、
喜
多
さ
ん
の
珍
道
中
記
が
シ
ネ
マ
歌

舞
伎
と
し
て
登
場
。 

【
東
京
】
歌
舞
伎
座
「
八
月
納
涼
花
形
歌
舞
伎
」
で
上
演
さ
れ

た
本
作
は
、
日
本
に
留
ま
ら
ず
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ま
で
及
ぶ
二
人
の

旅
を
描
い
て
い
ま
す
。 

題
名
に
あ
る
「
膝
栗
毛
」
と
は
、
徒
歩
で
旅
行
を
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
お
り
、
享
和
二 

(
1
8
0
2

）
年
よ
り
刊
行
さ
れ
た
滑
稽

本
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
は
、
主
人
公
二
人
の
道
中
記
を
行
く

先
々
の
土
地
の
風
俗
を
交
え
面
白
可
笑
し
く
書
か
れ
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
流
行
を
取
り
入
れ
、
時
代
を
風
刺
し
た

内
容
は
肩
が
凝
る
こ
と
な
く
楽
し
め
ま
す
。 

ふたたび！！ 

シネマ歌舞伎 

越前市文化センタージュニア合唱団 

こうのとり日記 
いっしょにうたおっさー♪ 

※越前市文化センター事業の案内は、ホームページに掲載しています。      http://www.jigyodan-city-echizen.jp/bunka 

※Bunvoya!掲載の全ての講座・催しについては越前市文化センターまでお問合せください。 

 ＜発行・編集＞2021 年 12 月 越前市文化センター 越前市高瀬 2 丁目 3‐3 TEL：0778-23-5057 FAX：0778-21-1975 
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い
ま
ふ
た
た
び
ス
ク
リ
ー
ン

に
よ
み
が
え
る
、
勘
三
郎 

渾
身

の
舞
台―

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

本
公
演
で
は
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る

出
演
は
も
と
よ
り
、
宙
乗
り
や
本
水
の
立

廻
り
な
ど
歌
舞
伎
な
ら
で
は
の
趣
向
が
満

載
の
舞
台
は
客
席
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し

た
。 話

題
の
公
演
に
シ
ネ
マ
歌
舞
伎
の
編
集

が
様
々
加
え
ら
れ
た
理
屈
無
し
の
傑
作
喜

劇
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

11月 27日 土ようび 

文化センターでオペラ「森は生きている」を団員みんなで見ました。 

こうのとりでいつも歌っている「十二月のうた」も聴くことができました。私たちも「もえろ♪もえろ

♪」と心の中で一緒にうたいました。あんなふうにうたえるといいなぁ。 

12月 18日 土ようび 

 練習の時いつも見えていた観覧車が半分無くなっていました。いつも観覧車に向かって歌っていたの

で、さびしいなぁ…。でも、今は夜になるとだるまちゃん公園にイルミネーションが点灯するようになり

ました。とってもきれいです。 

 12月はクリスマス発表会があるので、クリスマスのうたをたくさんうたっています。 

  

 
観覧車と記念撮影しました！→ 


